
■４ 半切作品完成 

 

全紙（約タテ 136×ヨコ 68cm）を縦半分に切った紙を、「半切（はんせつ）」と言います。 

 

１ いつも書道実習教室で書けるわけではありません。今日は、ジュリーホールのラウンジのテーブル 

を利用して、書いています。時間を見つけては、とにかく書く。卒業制作はこの繰り返しです。 

 

 

２ 作品に捺す印も、自分たちで作ります。これは、その印を刻しているところです。 

 

 

３ 作品を書き上げたら裏打ちです（■１参照）。今は、パネルと作品が 90℃合っているか測っています。 

 



４ 完成しました。いえ～い！ヤッタ─！！！ 

   

 

   

５ 半切作品、全員完成です。佐野先生とウサギポーズで！ 

   

 

 

余談 兎
●

も角
●

も（ともかくも）、卒制「一の関」は越えました……。 

 

 

（注：19期の学生代表は「角野」さんでした。） 


